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縦割り班での楽しい給食

学 校
♪

10

　菊陽南小学校では児童会活動が活発に行われています。「サウス

くんデイ！」とは、１年生から６年生までを縦割りにした班を作り、

給食、掃除、昼休みの遊びを行う取り組みの名前です。

　１月の「サウスくんデイ！」でも、６年生が考えて話し合い、低

学年が楽しめるような活動を行いました。給食の配膳時は、上級生

が下級生を優しくサポートしていました。食べるときも、みんなで

机を合わせたり、輪になったりして和気あいあいです。掃除は、班

みんなで協力します。昼休みは、６年生のリードで、運動場で陣取

り、教室ではゲームを行い、全児童の笑顔が溢れる楽しい時間とな

りました。

サウスくんデイ！
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人権啓発標語 「気づこうよ　ちがう個性の　すばらしさ」 菊陽西小学校　６年　木下　翔
しょう

太
た

「災害時の人権」 武蔵ヶ丘中学校　３年　大塚　諒
りょう

真
ま

　今年になって、もう災害が起
きてしまいました。西日本豪雨、
その影響で避難所暮らしをされ
ていらっしゃる方も多いかと思
います。実際、自分たちが熊本
地震で被災した際もたくさんの
人が避難所暮らしをされていま
した。
　また、今から約 7年前には、
東日本大震災が起こりました。

そのときの避難所に避難していた方々は「落ち着かな
い」「人の目が気になって疲れが逆にたまる」などと
いう意見があったそうです。そのことから避難所では
プライバシーについて問題視されるようになりました。
そのプライバシーについて考えていきます。
　本来プライバシーとは「私事を他人に知られたくな
いこと」という意味です。東日本大震災の時の避難所
では広々とした空間に私物が置かれ、今となっては重
要視されている間仕切りもありませんでした。それに
より人の目を気にしてしまったのです。心は体にも影
響を及ぼします。被災したからこそ分かります。どん
なに怖く、そして大変だったかが。だから少しでも、
被災した方々が避難所で落ち着けるようになったらい

いなと思っていました。前でも書いたように最近では
間仕切りなどが注目されるようになりました。さらに
ダンボールベッド、椅子なども最近は注目されていま
す。こうした工夫がなされたことによって快適に過ご
すことができるようになったそうです。しかし、まだ
まだ課題はあります。
　ぼくは将来、役場で働きたいと思っています。それ
は少しでも町の役に立ちたい、人の役に立ちたいと
思ったからです。以前よりもプライバシーが重視され
るようになり快適になりましたが、避難所には未だに
多くの課題が残されているのです。被災した人に少し
でも快適に、そして不安をなくしてもらうためにも自
分の身の周りで起きていることをまずは解決し、少し
でも町をよくできるような公務員になりたいです。こ
れから、災害が起きないことを願います。
（このつづりは昨年８月に書かれたものです）

（先生から）近年は自然災害も頻繁に起こり、人々は多くの
苦悩に見舞われています。その際、人々はどの
ように生き、どのように支え合って生きていく
か問われます。自分はどう生きるか、周りの人
をどう助けていくかしっかり考えて、毎日を大
切に生きていってほしいと願います。

避難所の被災者の皆さん
に不安をなくしてもらう
ために考えること　　　

　お姉ちゃんたちが勉強している間に、ママと二人で
お鍋を作ったよ。
　ぼくがキャベツを洗って、ママが切った。お鍋にキ
ノコを入れたのはぼく。お皿やコップもぼくが並べた
よ。
　パパのお仕事が終わってから、お姉ちゃん２人とお
兄ちゃんとパパとママとぼくで食べたよ。

（先生から）６人家族の耀太さん。毎日、お父さんの仕事が
終わるのを待って家族みんなで夕飯を食べるそ
うです。お母さんと２人で家族のご飯を作った
ことがとてもうれしかったようで、その時のこ
とを思い出しながら笑顔で話してくれました。

「ママとふたりで」 白菊園　堀川　耀
よう

太
た

（６歳）

「ママとお鍋をつくったよ」 なかよしのおともだちと（作者中央）


